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平成23年度のこれからの催し

編 集 　 記後
　環境保全に取り組む市民大集合を開催して、信州の豊かな自然が地域の人たちの地道な活動によって支えられていることを改めて感じま
した。自然と人とのかかわり方は時代とともに大きく変わってきましたが、これから生まれてくる子どもたちが自然の中で遊び、成長して
いけるように環境を保全していくことは、現代に生きる私たちに課された使命だと思います。　　　　　　　　　　　（編集担当　畑中・横井）

この印刷物は、大豆油インクを使用しています。

　長野県環境保全研究所では、研究成果をご紹介するとともに、地域の自然の現状や今後に向けた取り組みについて
みなさんとともに考えることを目的として公開セミナーを開催しています。今年度は下記の日程で開催しますので、
ご参加をお待ちしております。

日時 : 2012年２月 26日（日）13~16時
場所 :駒ヶ根総合文化センター 小ホール　　共催：駒ヶ根市
内容 :地球温暖化により暖地性の植物や動物が分布拡大している現状や高山帯の生きものの　
　　　将来予測、私たちのくらしにどのような影響を与えるのかについて、研究所や地元の 　
　　　専門家の研究成果をご紹介します。
　　　　地球温暖化の現状と将来予測 / 地球温暖化と信州の高山植物 / 伊那谷における蝶類の
　　　　動向 / 暖地性植物の分布拡大 / 温暖化とライチョウ / 気候変動適応社会に向けて

日時 : 2012年３月３日（土）13~16時
場所 :軽井沢町 中央公民館　　後援：軽井沢町
内容 :浅間火山の自然史、山麓の草原や湿地の歴史と現状について研究所から情報提供すると
　　　ともに、地元の専門家の方から軽井沢の野生生物の現状についてご紹介いただき、地域
　　　特性や風土を活かした自然との共存のあり方について、参加者の方々とともに考えます。
　　　　ザゼンソウ属植物の分類・地理 / 浅間火山~その自然史~ /
 　　　　浅間山麓の草原と希少生物①歴史と現状、②オオジシギ（鳥類）、③蝶類の生態と保全 /
　　　　ニホンジカなどの野生動物の増加と被害対策

本州中部の高山帯のみに

生息するライチョウ

軽井沢の草原から見た浅間山

○第 1 回　ここまでわかった信州の自然
地球温暖化でどうかわる ?　信州の生きものと私たちのくらし

○第 2 回　ここまでわかった信州の自然
浅間山麓の自然、その歴史とこれから

～月の光のもとで雪原を歩き、その神秘さを体感します～
日　時 : 2012年３月４日（日）17:00~21:30　場　所 :戸隠森林植物園（長野市）　定員 :20名
参加料 :1人 200円（障害保険料）　　　　　　　担　当 :岸元・北野

◆ お申し込み ◆
長野県環境保全研究所　飯綱庁舎　　　〒 381-0075　長野市北郷 2054-120

 TEL: 026-239-1031 FAX: 026-239-2929　E-mail: kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

ご案内

自然ふれあい講座『月夜の雪原を歩く』

公開セミナー


